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図 3　藤沢市内出土試料の較正年代（ 江ノ島植物園内遺跡）
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図 4　藤沢市内出土試料の較正年代（玉縄城遺跡・西俣野御所ヶ谷遺跡）
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図 5　藤沢市内出土試料の較正年代（南鍛冶山遺跡）
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可能性で含まれる年代である。これら早期前葉の年代については後述する
が，概ね整合的な年代と捉えられる。
下の根地区の前期末中期初頭の土器付着物は，KFS-101は，4750±
40
14CyrBP，3640～3500cal BC（5590～5450cal BP）に76.6%，3435～3380cal
BC（5385～5330）に18.8%の可能性で含まれる年代である。
　KFS-180は， 4950±4014CyrBP，3800～3645cal BC（5750～5595cal BP）に
93.7%，3895～3880cal BC（5845～5830cal BP）に1.7% の可能性で含まれる年
代である。
　KFS-474は，4760±4014CyrBP，3640～3500cal BC（5590～5450cal BP）に
81.8%，3430～3380cal BC（5380～5330cal BP）に13.6% の可能性で含まれる
年代である。HFS-101と極めて近い値を示している。
縄紋時代前期末葉と中期初頭の境界は，これまでの筆者らの測定値から
検討するならば，3520～3500cal BC に含まれる可能性が高い（小林・今村ほ
か2002，小林・今村2003b）。下の根地区の前期末葉～中期初頭の土器群の測
定によっても，概ね整合的な測定値が得られている。ただし，最も新しい
と考えた KFS-180が，測定結果では古い年代となっている。土器自体を再
検討すると，半隆起状の平行沈線が主要素であることから，前期末葉の踊
場系土器（小林1986の前期末 4または 5期）に含めて考えるべきかと思う。暦
年較正での3790～3650cal BC に含まれる年代幅のうち，3650cal BC に近い
年代の可能性が高い。なお，前述したように KFS-180のδ13C 値が -23.5‰
と，他の試料に比べ高いことから，炭化物自体の由来に依存して，やや古
い年代が示されている可能性が高い。同様な可能性は，秋田県の縄紋土器
において，一部の炭化物が海洋性の食料に由来した海洋リザーバー効果の
影響を受けている可能性に言及されている例がある（今村2000）。前稿（小
林2015a）で示した横浜市元町貝塚の前期末葉～中期初頭の土器付着物のほ
とんどが海洋リザーバー効果の影響を受けていたのに対して，やや内陸に
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位置する南鍛冶山遺跡出土土器付着物試料では，海洋リザーバー効果の影
響が考えられる土器付着物は 3点中 1点と少ないことが指摘できる。
十三菩提式期である KFS-101・474は，3640～3500cal BC に含まれる可
能性が高く，土器から考えると101は小林1986の前期末葉 3期，474は，前
期末葉 5期に相当すると考えられるので，前者は3640cal BC に近い年代，
後者は3500cal BCに近い年代である可能性が高いであろう。
西俣野御所ヶ谷遺跡第 3次調査の KNFJ-104は3785±14CyrBP，較正年
代は，2290～2140cal BC（4240～4090cal BP）に95.4%の確率で含まれる。
後期の年代については，旧稿（小林2006b）で検討しているが，堀之内 1
式の年代は4240～3980cal BP，稲荷山貝塚（小林・坂本ほか2005）など堀之
内 1式中頃の年代としておよそ4170～4080cal BP を含む年代の可能性が高
い結果と整合的である。縄紋時代後期の年代については，近年測定事例を
蓄積しつつあり（小林・小澤ほか2013），近い将来に別稿にて改めて再検討
したい。
7．東日本縄紋時代早期前半における実年代比定の見通し
今回の測定結果のうち，縄紋時代後期堀ノ内式期の年代については，旧
稿（小林2006b）における縄紋時代後期の年代研究に 1例を足すことができ
た。同様に，縄紋時代前期末葉中期初頭の年代については，昨年度の人文
研紀要に掲載した横浜市元町貝塚出土試料での検討例（小林2015a）ととも
に，旧稿（小林2004a）における研究にデータの蓄積を重ねることができた。
これらの成果については，今後また改めて年代比定を重ねていきたい。
ここでは，従来年代データが極めて乏しく土器細別型式毎の実年代比定
が不十分で年代データの蓄積が急務とされてきた縄紋時代早期前半につい
て取り上げておきたい。以前よりデータの蓄積と検討を重ねてきた（小林
2007b など）が，この数年間において本稿で示した江ノ島植物園内遺跡・
― 164 ―
玉縄城清水曲輪遺跡および，茨城県，新潟県，長野県，静岡県など，新た
な測定データを増すことができた。
表 5に，北海道を除く東日本（東北・北陸・関東・中部・東海）の縄紋時
代早期前半（撚糸紋・沈線文土器群まで）における炭素14年代測定データを
まとめる。筆者らが測定に関わったデータとして，国立歴史民俗博物館
年代測定研究グループによる，科学研究費基盤 A（2001～2003年度，今村編
2004），学術創成研究「弥生農耕の起源と東アジア―炭素年代測定による
高精度編年体系の構築―」（2004～2008年度，課題番号16GS0118，研究分担者
（西本編2009））における高精度年代測定研究の成果，および筆者の科学研
究費基盤 C「AMS 炭素14年代測定を利用した東日本縄紋時代前半期の実
年代の研究」（2005～2006年度，課題番号17520529，研究代表者（小林2007a な
ど））および B（2013～2015年度，研究代表者）その他の委託研究などによる
測定データを中心に，各測定機関での公表されている測定データから確認
できた事例を集成した。
なお，表 5の地域は，旧稿において全国的な地域毎の測定例を集成する
中で区分した地域に合わせ，1.北海道，2.東北，3.関東，4.北陸，5.中部，6.東
海，7. 近畿……としているが，本稿では2. 東北地方から6. 東海地方までを
扱っておくこととする。
表 5に記している時期については，昨年度の考古学協会総会研究発表に
おいて早期の年代を予察した際（小林・米田ほか2015）に用いた年代を，そ
の時点で検討可能な仮の時期区分として設定した3-1期　早期初頭撚糸紋
期，3-2期　夏島式期，3-3期　稲荷台式期，3-4期　東山・大浦山式～平
坂式， 4期　無紋・沈線文系， 5期　貝殻条痕紋系初頭期に便宜的に区分
し，表 5には3-1期～ 4期までの事例を集成した。
表 5の AMS 測定は，測定機関番号に示す測定機関によって測定された
結果である。δ
13C値については，IRMSで測定した結果はゴシック太字で
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示す。試料量不足等により，すべての試料について IRMS で測定したので
はない。そのため，土器付着物については，同位体効果補正のため加速器
により測定したδ
13C 値を細字で記すが，必ずしも13C/12C 比を正確に反映
しないこともあるため，あくまで参考として付す。
較正年代は 2 σの有効範囲（95.4%）で計算したが，確率が細かく分かれ
て計算される場合はスペースの都合で上位 2つの確率範囲を掲載し，5 %
以下の確率範囲の較正年代は除外した。また，新たな測定結果については
IntCal13を用い OXcal によって算出したが，学術創成研究で測定した試料
など過去に報告した試料においては，IntCal04・09を用いている場合もあ
る。また，測定試料について混在が推定される場合や，試料確認が十分で
きなかった事例については較正年代の算出を差し控えた。今後さらに精査
し，データの質を高めていくこととしたい。
土器付着物では，IRMS による測定で炭素13安定同位体比が -24パーミ
ルよりも重いものは，多くの場合において共伴する炭化材等と比べて数百
炭素年程度古い炭素14年代値が測定される（小林・坂本ほか2005）。これら
は，海洋リザーバー効果の影響を受けていることが想定され，海産物の利
用を示す指標となると考えられる（小林2014）。表 5の備考欄に「海洋」と
記したデータは，上記のようにδ
13C値が-24パーミルよりも重く，共伴試
料や同一型式の試料の年代値よりも炭素14年代が100年以上古い数値を示
すデータである。どちらか一方の基準にのみ該当する場合は，参考までに
「海洋 ?」と記した。
同じく「混在」と記したデータは層位出土の炭化物・種実類などで，共
伴する土器の型式期に時期を比定したが，明らかに年代が不整合な場合
で，おそらくは上層から植物の根や動物の活動による攪乱により，混入し
てきた試料と考えられるものである。例えば新潟県室谷洞窟の出土炭化物
など，明らかに新しい中世や近世の年代が測定されている。
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表 5に示すほかにも，北海道地域について小林（2013）や國木田大（國
木田ほか2007）が測定研究を進めており，西日本の押型紋土器などについ
ては遠部慎（2009ほか）が研究を進めているが，ここでは関東の撚糸紋土
器を中心に検討を加えることとする。
東日本の縄紋時代早期前葉の年代測定事例は，決して多くない上に，土
器型式毎の年代を検討するうえでの好例に乏しく，難しいのが現状であ
る。それでも少しずつではあるが，撚糸紋土器や，表裏縄紋土器，無紋土
器付着物や共伴炭化材の測定結果が蓄積されてきた。近年筆者が測定した
事例を挙げると，茨城県守谷市永泉寺東遺跡稲荷原式土器共伴炭化物（小
林2015b），千葉県船橋市取掛西貝塚（ 5 ）遺跡出土の炭化材，種実（小林
2013b），静岡県裾野市富沢内野山 I西遺跡撚糸紋期大平A式土器付着物（小
林・坂本2013）の他，未報告資料もあるので今後報告を重ねていきたいが，
以下に報告済みの測定例を中心に検討していく。
東日本における早期を表裏縄紋・撚糸紋系土器の成立とすると，新潟
県入広瀬村黒姫洞窟の出土土器付着物および共伴炭化物試料の年代測定
から，室谷下層式併行の土器（10365±5014C BP）→撚糸紋土器（10060±
60
14Cyr BP，9850±4014Cyr BP，9720±4014Cyr BP）と読み取れる（小林・坂本
ほか2004）。岩手県上台Ⅰの無紋（小林・今村ほか2005），群馬県白井十二遺
跡（群馬県2008），岐阜県宮の前遺跡の表裏縄紋など早期最初頭の土器付着
物の平均が10000
14Cyr BP をやや遡る数値を示し，長野県北相木村栃原岩
陰遺跡下部出土の表裏縄紋土器付着炭化物 5点の測定結果で9560～9680
±40 14Cyr BPとなっている（藤森2012・小林2012）。この較正年代は11100～
10750cal BPを中心とした年代となる。
撚糸紋土器夏島式期については，新潟県黒姫洞窟測定例（小林・坂本ほ
か2004），静岡県八分平A遺跡測定例（静岡県埋蔵文化財研究所2011）などで，
9700～9300
14Cyr BPを中心とした炭素14年代が測定されている。
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これらの年代は，夏島貝塚の貝層出土木炭をミシガン大学が1959年に測
定した結果である9240±500
14Cyr BP（番号 M-770）（杉原1959）と大きな齟
齬はない。撚糸紋夏島式期は，11000～10800cal BP頃と捉えておく。
撚糸紋稲荷台式以降については，徐々に測定例が増えてきた。茨城県守
谷市永泉寺東遺跡（略号 IBMRE）の縄紋早期稲荷原式土器を出土した JDB
土坑（旧62号土坑）の取り上げ№25の炭化種子試料 IBMRE-C1（YU-2856）
は，炭素14年代で9340±35
14CyrBP，較正年代で8715-8540calBC（91.6%）
の年代の一時点である可能性が高い年代であった（小林2015b）。
千葉県船橋市取掛西貝塚（ 5 ）遺跡出土の炭化材，種実，貝殻について，
AMS 法による炭素14年代測定をおこなった。大浦山式・東山式土器を伴
う住居内貝層を有する SI-002号住居出土の種子（ミズキ核）は9210±30 
14Cyr BP，較正年代で10435～10260cal BPころの年代である（小林2013b）。
南相木村教育委員会が大師遺跡12号土坑出土格子目状押型紋土器付
着物を測定し，9240±40
14CyrBP の値が出ている（藤森・堤2010）。較正
年代を算出すると，8590cal BC（0.4%），8570-8310cal BC（94.9%）とな
る。押型紋土器群については遠部慎に従う（遠部・宮田ほか2008，2010，遠
部2009，2014abc など）。長野県飯田市美女遺跡では SB14住居出土押型紋土
器立野式土器内面付着物 2点が9285±25および9310±30
14CyrBP ，SK525
土坑出土草創期葛原沢Ⅱ式土器外面付着物が11050±30
14CyrBP の結果で
ある（遠部・宮田ほか2008）。椛の湖Ⅱ式（表裏縄紋）の年代測定値が9755
±50
14CyrBP（原・遠部ほか2010）である。静岡県三の原遺跡多縄紋土器で
10160±50，10110±80
14Cyr BP，東大室クズレ遺跡の押型紋土器の古い段
階が8810±45，8715±45，9005±45
14CyrBPである（遠部ほか2012）。
以上を勘案すると，総じて11500cal BPが草創期と早期の境と捉えられる。
筆者の年代観をもとにすると，縄紋時代草創期末から早期前葉の年代は
以下のようになる（小林2008）。cal BP すなわち，較正年代で1950年を起点
― 174 ―
として何年前かと数える。土器細別型式毎，さらには細別時期毎の年代比
定を進め，生態環境変動との対比（例えば工藤2012）や文化変化の実年代
での再構成（例えば小林2004a）を推し進めていく必要がある。
早期  （撚糸紋～条痕紋）　11500～7000 cal BP。早期前半に関しては関
東地方の土器編年によって現在比定できる範囲で年代を推定す
るが，細別時期毎の測定値の提示には至っていない。
3期 撚糸紋系　11500～10500cal BP。
3-1期  早期初頭撚糸紋（黒姫）・表裏縄紋・無紋（上台Ⅰ）　11500～
（10750）cal BP頃。下限不明。
3-2期 夏島式　11000～10800cal BP頃。
3-3期 稲荷台式（江ノ島）・稲荷原式　11090～10690cal BP頃。
3-4期 東山（取掛西）～平坂式　10650～10250cal BP頃。
4期  無紋・沈線文系（黒姫）　10450～（8500）cal BP 頃，年代例が
少ない。
5期 貝殻条痕文系　最初期の年代が不明。
 野島式（飛ノ台）8500～8400cal BP頃。
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代の研究」（課題番号17520529，研究代表小林謙一，平成17～18年度），科
学研究費補助金基盤研究（A・ 1 ） （一般）「縄文弥生時代の高精度年代体系
の構築」（課題番号13308009，研究代表今村峯雄，平成13～15年度），文部
科学省科学研究費補助金学術創成研究「弥生農耕の起源と東アジア―炭素
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14年代測定による高精度編年体系の構築―」（課題番号16GS0118，研究代表
西本豊弘，分担小林謙一ほか，平成16～20年度）など，これまでの研究助
成での成果を含む。藤沢市所蔵の江ノ島植物園内遺跡第 1次・玉縄城清水
曲輪第 3次・西俣野御所ヶ谷遺跡遺跡第 3次・下の根遺跡第 1次出土資料
の利用について藤沢市の許可を得た。新潟県十日町市博物館所蔵の干溝遺
跡出土土器付着物の年代測定結果の掲載について十日町市博物館の許可を
得た。
 　本稿を草するにあたり，国立歴史民俗博物館春成秀爾名誉教授，今村峯
雄名誉教授，西本豊弘名誉教授，坂本稔教授，山形大学門叶冬樹，森谷透，
藤沢市郷土歴史課望月芳，㈱東国文化財研究所（当時）鈴木啓介，久万高
原町教育委員会遠部慎，十日町市博物館笠井洋祐，津南町佐藤雅一の各氏
には資料提供や AMS 測定などにおいて大変お世話になりました。記して謝
意を表します。
注
1 ）　前処理以下の工程は以下の通りである。
⑴　前処理：酸・アルカリ・酸による化学洗浄（AAA処理）。
　AAA 処理に先立ち，土器付着物については，アセトンに浸け振とうし，
油分など汚染の可能性のある不純物を溶解させ除去した（ 2回）。AAA 処理
として，80℃，各 1時間で，希塩酸溶液（1N-HCl）で岩石などに含まれる
炭酸カルシウム等を除去（ 2回）し，さらにアルカリ溶液（NaOH， 1回目
0.01N， 3回目以降1N）でフミン酸等を除去した。アルカリ溶液による処理
は， 5回おこない，ほとんど着色がなくなったことを確認した。さらに酸
処理（1N-HCl 12時間）をおこないアルカリ分を除いた後，純水により洗浄
した（ 4回）。
⑵　二酸化炭素化と精製：酸化銅により試料を燃焼（二酸化炭素化），真空
ラインを用いて不純物を除去。
　AAA 処理の済んだ乾燥試料を，500mg の酸化銅とともに石英ガラス管に
投じ，真空に引いてガスバーナーで封じ切った。このガラス管を電気炉で
850℃で 3時間加熱して試料を完全に燃焼させた。得られた二酸化炭素には
水などの不純物が混在しているので，ガラス製真空ラインを用いてこれを
分離・精製した。
 ⑶　グラファイト化：鉄触媒のもとで水素還元し，二酸化炭素をグラファ
イト炭素に転換。アルミ製カソードに充塡。
　1.5mg の炭素量を目標に二酸化炭素を分取し，水素ガスとともに石英ガラ
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ス管に封じた。これを電気炉でおよそ600℃で12時間加熱してグラファイト
を得た。ガラス管にはあらかじめ触媒となる鉄粉が投じてあり，グラファ
イトはこの鉄粉の周囲に析出する。グラファイトは鉄粉とよく混合した後，
穴径1mmのアルミニウム製カソードに600Nの圧力で充塡。
2 ）　年代データの
14C BP という表示は，西暦1950年を基点にして計算した14C
年代（モデル年代）であることを示す。
14C 年代を算出する際の半減期は，
5, 568年を用いて計算することになっている。誤差は測定における統計誤差
（ 1標準偏差，68％信頼限界）である。
 　 AMS では，グラファイト炭素試料の14C/12C 比を加速器により測定する。
正確な年代を得るには，試料の同位体効果を測定し補正する必要がある。
同時に加速器で測定した
13C/12C 比により，14C/12C 比に対する同位体効果を
調べ補正する。
13C/12C比は，標準体（古生物belemnite化石の炭酸カルシウ
ムの
13C/12C 比に対する千分率偏差 δ13C パーミル，‰）で示され，この値を
-25‰に規格化して得られる
14C/12C 比によって補正する。補正した14C/12C
比から，
14C 年代値（モデル年代）が得られる。δ13C 値については，加速器
による測定は同位体効果補正のためであり，必ずしも
13C/12C 比を正確に反
映しないこともあるため，参考として付すに留める。
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